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国際会議場と案内看板

野依良治教授から祝辞をいただいた

開会あいさつをする山本組織委員長

GSC賞の表彰式

受賞者のみなさん
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2002年度の活動

グリーン・サステイナブル  ケミストリー  ネットワーク（GSCN)
101-0051 東京都千代田区神田神保町 1-3-5
Tel 03-5282-7866　Fax 03-5282-0250　URL http://www.gscn.net/

持続的な発展（Sustainable development）:
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グリーン・サステイナブル ケミストリー（Green & Sustainable Chemistry, GSC）は、グリ
ーン ケミストリー（GC）、サステイナブル ケミストリー（SC）ともよばれ、持続可能な社会
を支える人と環境にやさしい化学のことです。
化学技術は生活を豊かにする上で欠かせませんが、使い方を間違えると人や環境に害を与え

ることもあるので十分な注意が必要です。GSC 運動は人と環境が調和した持続可能な社会のた
めに化学技術を人々が安心して活用できるように、1992年の国連環境会議で取り上げられ、米
国を中心に進められてきました。
日本でも GSC に各学会や団体がそれぞれ取り組んできましたが、2000年３月に産学官が連
携して GSC を進めるため、グリーン・サステイナブル ケミストリー ネットワーク（GSCN）
が設立されました。GSCN の基本的理念は「化学にかかわるものは自らの社会的責任を自覚し、
化学技術の革新を通して人と環境の健康･安全をめざし、持続可能な社会の実現に貢献するこ
と」にあります。GSC の実現には化学者の真摯な努力が必要ですが、それと同時に、市民の
方々に化学技術の実力と限界そして GSC の考え方を正しく知っていただくことも重要です。
市民と専門家のよりよい協力関係が社会にとっても学術にとっても欠かせなくなってきていま
す。

GSCN では GSC に関する研究推進、研究支援、情報、教育、国際交流、GSC 賞の活動を行
ない、グリーンケミストリーの理念を広く社会に理解していただくための活動に取り組んでい
ます。

・廃棄物は出してから処理するのではなく、始めから出さない。

・環境や人体に対して毒性のない物質を使って合成する。

・機能が同じなら、できるだけ毒性の少ない物質をつくる。

・溶媒はできるだけ毒性の少ないものを使う。

・エネルギー消費を最小限にする。

・可能な限り、化石燃料などの枯渇性資源ではなく再生可能な原料を使う。

・触媒を活用する。

・化学製品は使用後、無害なものに分解し、残留性がないようにする。

・爆発、火災、有害物質の漏出などの事故が起こらない安全な方法をとる。


